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研究内容

B1均一領域でのB1
+とB1

-の同等評価 基準試料比較からのヒト脳内の含水量定量

・高磁場MRI(high field MRI) ・ヒト脳(human brain) ・ 含水量（water 
content）高周波磁場(RF field) ・B1

+ ・ B1
- ・不均一性(inhomogeneity)

• 高感度、高コントラストの特徴を持つ高磁場MRIでのヒト脳含水量イメージ取得が可能
• 含水量イメージ情報を用いる横緩和速度を利用した生体鉄イメージングに適用可能
• 代謝物定量化に適用可能

•ヒト脳内の含水量分布を測定する方法を開発した
•高磁場MRIでは、高周波磁場（B1）の不均一性のため、外部標準の利用が出来ない
• B1均一領域では、B1

+（送信RF磁場）とB1
-（受信感度）が同等であることを実証（左図）

• B1
+均一領域での基準試料とヒト頭部のB1

+比較から受信感度比を求める（右図）
•この関係を利用して、ヒト脳内の含水量分布を測定する方法を提案、開発した

高磁場MRIでのヒト脳内含水量分布測定法
Imaging method of water content map of human brain at high field MRI

ヒト頭部の定量イメージング法
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• B1均一領域（左図の場合、中心領域）にて、ヒト頭
部、基準試料のそれぞれのB1

+（送信B1）を測定
•均一領域でのB1

+（送信）とB1
-（受信）の同等性か

ら、ヒト脳内の受信感度を算出
•比率マップ法を用いてB1

-分布を算出
•断熱パルスSE法（MASE法）によるヒト脳画像に適
用し、ヒト脳含水量分布（含水量イメージ）を算出

•横緩和時間を利用した生体鉄イメージングに適用可
能
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